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クラブミーティングの御案内 
 

  

 

連日の猛暑日も彼岸が過ぎた今日、少しは過ごしやすくなり、趣味のアマ

チュア無線運用も大変楽になりました。 

盆が過ぎれば早正月とアマチュア無線歴がまた一年増えました、また来年

はＡＲＤＦ全国大会が我が郷土で開催となり歴史も一つ増えそうです。 

年末行事の打ち合わせを致したく下記の通り御案内申し上げます、お忙し

いとは思いますが多数のご出席お願い申し上げます。 

 

 
                              記 

 

日時：  １１月１１日（木）  １９：３０より 

場所：  成合町 喫茶不二の屋 

議題：  １． 記念局８Ｊ５ＴＡ移動運用について。 

２． 香川マラソンコンテストについて。 

３． 忘年会について。 

４． その他。 

 

 

 

      

国道１１号 勅使交差点

ジョイ
成合店

南郵便局

ベルモニー
勅使会館

喫茶不二の屋

北
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クラブミーティングの報告 
                      ｄｅ ＪＡ５ＴＦＪ 

 今年度第 2 回目のクラブミーティングが、9 月 2 日（木）19 時 30 分から成合町、喫

茶「不二の屋」で開催されました。連日の猛暑にもかかわらず、定刻にはクラブ員の皆

さんはじめ、新入会されたＪＡ５ＵＶＴ詫間さんも出席され、三木副会長の司会、進行

で開会となりました。先ず最初に、三好会長から「今年の異常な炎天続きで皆さんには

お体大丈夫でしょうか。聞くところではローカル会員の中にも健康を損ねた話も聞きま

す。我がクラブとしては、今年度後半から来年度にかけていろいろな行事や活動が山積

しております。皆さんにはどうか健康管理に、ご留意戴き今後の行事等に積極的なご参

加、ご協力を切にお願いする次第であります。」との挨拶がありました。続いて、名誉会

長、四国地方本部役員等からの言葉もあり、前回のクラブ報でご案内の議題について説

明のあと検討があり出席の皆さんから活発な意見が出され、討議の結果は次の様なもの

でした。議題に沿って、 

1 高松市震災対策総合訓練の参加について （三木副会長説明） 

○ 訓練実施日 10 月 10 日（日）○訓練会場 香西北町芝山埋立地マリンランド 

○ 駐車場確保は無理 ○ 当日の 433.32ＭＨz の周波数確保（対中国 

方面に訓練で使用中を周知、混信等の場合は前後に移るなどの措置が要） 

○ 本部要員として最低 3 名位は必要（参加予定者：ＪＡ５ＡＨＭ・ＪＡ５ＣＢＦ

ＪＡ５ＩＪＬ・ＪＡ５ＮＲＣ・ＪＨ５ＥＺＢ・ＪＨ５ＰＭＺ・ＪＥ５ＰＢＯ） 

○ 詳細は 9 月 6 日の後で決定  ○ 当日 80：00 集合、 雨天中止とする。 

以上の予定ですので、各局のご協力をお願いします。 

2 高松市市制 120 周年、高松市趣味協会創立 30 周年の記念局開設、運用について 

○ 開設期間 10 月 1 日～11 月 30 日（2 か月間） 

○ 希望コールサイン「8Ｊ５ＴＡ」○ 一応 3000 局交信目標 ＱＳＬカード関連 

○ 高松市、女木島、男木島運用も検討（ＪＥ５ＰＢＯさんに民宿等調査依頼？） 

○ 運用日程などについては、後日相談するとして、各局のご協力をお願いします。 

  （主として、土、日限定で運用することとしたい。） 

※ 上記の件、９月５日の連盟臨時理事会で承認されました。なお、ＱＳＬカードの印

刷等については、ＪＥ5ＰＢＯさんにご尽力戴けることになりました。それから、天

野名誉会長から、今回の記念局開設、運用について高松市に対し強力に支援を要請

したが、市の方も財政逼迫から対応出来ないとの回答であった。旨の報告があった。 

3 ＡＲＤＦ全国大会について 

  平成 23 年度のＡＲＤＦ全国大会が四国エリヤ開催となり、先日来香川県支部でも準

備、説明会がもたれた。香川県で開催となれば、現在活躍の・ＡＲＤＦ香川・ＪＡＲ

Ｌ香川クラブ・とそれに京極クラブ位が活動主体となる。詳細については、これから

順次決定されるが、皆さんの協力をお願いしなければならないので今から心積りをよ

ろしく。 

○ 開催期日 平成 23 年 10 月の第 4 の土、日又は第 5 の土、日を希望している。 

※この件については、9 月 5 日の臨時理事会で 2011 年 10 月 29 日、30 日に決定した。 

 ○ 今後県支部と協議しながら会場、組織、記念局運用等々について準備を進める。 

（関連） 

○ 9 月 20 日（敬老の日）「かがわＡＲＤＦ競技大会」を高松市三谷町で実施する。 

３．５MHｚ Ａ1Ａ １２０分競技  当日審判団 08：00 現地集合この大会

でＳＩカード（電子パンチ）を体験、習得して戴く。 
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○ 11 月 14 日（日）北四国ＡＲＤＦ競技大会 

○ 平成 23 年 5 月頃 四国ＡＲＤＦ競技大会が徳島で開催予定 

4 その他 

① 天野名誉会長より、「峰山レピーター（ＪＲ５ＶＤ）439.98MHｚ」の移設につ

いて説明があった。 このレピーター局は、当時開設に当たり、周波数獲得に

苦労し、盛大な開局式も行った。その後の稼働状況から、再三譲渡の要請もあ

ったが、これを排除しながら継続管理してきた。この度、設置場所の所有者の

下山等もあり、市内多肥町のＪＡ５ＸＫＶ塩田さん宅へ移設することと致しま

した。 

② ９月１６日（木）高松市趣味協会 総会 

③ １０月５日（火）高松市市制１２０周年記念式典予定 

○ １１月１１日（木）19：30～第３回クラブミーティング （不二の屋） 

<参加者>  

JA5AHM/JA5IJL/JA5TFJ/JA5UVT/JH5EZB/JH5LYW/JH5PMZ/JE5PBO/JF5ICA 

JI5SAO/JI5XTP（11名） 

 

ＡＲＤＦ競技大会の参加報告 
 

２０１０かがわＡＲＤＦ競技大会 
３．５ＭＨｚ部門 （高松市三谷町近辺）         2010 年 9 月 20 日（月） 

<スタッフ> JA5TFJ/JH5EZB/JH5LYW/JH5PMZ/JH5PRJ/JR5IKV/JE5PBO/JF5ICA/JF5ICB 

 

 

２０１０年関西地方本部ＡＲＤＦ競技大会 
１４４ＭＨｚ部門 （兵庫県加東市播磨中央公園近辺）    2010 年 10 月 3 日（日） 

クラス 順位 コールサイン 所要時間 探索個数 コメント 

Ｗ３５ １位 ＪＧ５ＴＪＪ 1:32:20 ２個 香川ではじめて３．５

ＭＨｚの大会でした。

当初は参加者が少な

いのではとヤキモキ

しましたが、２４人の

参加者で盛りあがっ

た大会になりました。 

Ｗ５０ １位 ＪＪ５ＣＡＥ 1:45:43 １個 

Ｍ２１ 
１位 ＪＦ５ＭＥＤ 1:28:10 ５個 

２位 ＪＧ５ＯＢＸ 1:31:19 ５個 

Ｍ５０ １位 ＪＧ５ＷＴＰ 1:16:08 ４個 

Ｍ６０ 
１位 ＪＩ５ＸＴＰ 1:07:25 ３個 

３位 ＪＡ５ＵＶＴ 1:13:10 ３個 

クラス 順位 コールサイン 所要時間 探索個数 コメント 

Ｍ２１ 
２位 ＪＦ５ＭＥＤ 1:33:20 ５個 前年度と同じ会場で

したので、ある程度

地形を把握してお

り、各局好成績を収

めました。総合優勝

は JH5LYW三好 OM。 

４位 ＪＧ５ＯＢＸ 1:14:03 ２個 

Ｍ５０ 
３位 ＪＨ５ＬＹＷ 1:15:35 ４個（５） 

４位 ＪＧ５ＷＴＰ 1:27:35 ４個 

Ｍ６０ 
１位 ＪＩ５ＸＴＰ  59:12 ３個 

５位 ＪＡ５ＵＶＴ 1:19:59 ３個 
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８Ｊ５ＴＡ 
De JI5XTP 

高松市は１５日、１８９０（明治２３）年の市制施行から１２０周年を迎えた。市は

同日、節目に合わせて自治基本条例を施行し、番町１丁目の市役所本庁舎に新たなロゴ

マークをあしらった懸垂幕を掲げた。「海に開かれた瀬戸の都」を表現した新マークが映

え、さらなる発展への思いを伝えている。全国で４０番目に産声を上げた高松市。近代

国家の黎明（れいめい）期から激動の戦中戦後、

高度経済成長、そして現代へと移ろう流れの中、

市町村合併で市域を広げ、県都として、四国の玄

関口として発展を続けてきた。（四国新聞より抜

粋） 

１０月５日のサンポート高松での記念式典に先

駆けて、１０月２日の１４時にＪＡＲＬ及び総務

省の認可を受けた８Ｊ５ＴＡの開所式を挙行しま

した。８Ｊ５ＴＡは前回号にも書きましたが高松

市市制施行１２０周年と高松市趣味協会設立３０

周年の記念行事をバックボーンとした記念局です。サフィックスのＴＡは高松市の略で

す。開所式にはクラブ員６名が参加をして開局を祝いました。乾杯のあと一番手は会長

がやらないかんとのことで、三好会長がマイク

に向かって第一声を発しました。数分後にはオ

ペレータの醍醐味であるパイルアップが始ま

りました。その後横田ＯＭとオペレータをチエ

ンジして夕方までに２００局あまりの交信を

しました。各局ともパイルアップの裁きぶりは

見事でした。今後は希望者で受け持ち日を決め

て１０月２日から１１月３０日まで運用をし

ます。また、１１月には男木島か女木島への移

動運用も考えておりますので、参加を希望する

方は三好会長までお申し出してください。 

参加者 JA5AHM/JA5TFJ/JA5UVT/JH5EZB/JH5LYW/JI5XTP 
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「2010かがわＡＲＤＦ競技大会」概要報告 

                                      ｄｅ ＪＡ５ＴＦＪ 

 ＡＲＤＦ全国大会の香川県開催を来年に控えた本年、まだ幾分残暑も感ぜられる初秋の

一日、去る９月２０日(月)敬老の日、高松市三谷町、三谷三郎池周辺に置いて、標題の大

会が開催されました。これは全国大会に向けて、最近のＳＩカードに慣れ習熟して戴くと共

に、今まで香川では実施されていなかった３．５MHz 帯によるＡＲＤＦ競技にも親しんで戴

き、併せて来年度への気運を醸成しようと計画された様に覗っています。 

 毎回のことながら、得てして、この競技は

選手経験者と競技運営役員が競合すると

いう特殊性から、役員もやってもらいたい

が、選手でも参加してもらいたい、とのこと

から今回は特に役員数を出来るだけ少な

くして、少数精鋭でやろう、そのためには

役員が１人何役も務めるという厳しい設定

でもありました。 でも、そこはそれクラブの

メンバーの一人一人が心を一つにして実

施することとなりました。 

 計画は、地元地理に精通した三好会長と

向井ＯＭが、現地踏査、ＴＸの現地設定等に当たり、これは万全。またＳＩ使用の選手成績

等の集計、記録については、ＰＣに堪能な三木副会長が奮闘、そして、スタートからゴール

のすべてを我がクラブ員１０名程が全員であたり、開会の運びとなりました。 

 当日は早朝から心配した天候も、薄曇りで、むしろＡＲＤＦ日和かなと思いつつ、集合地

点の三谷三郎池の龍が横たわる堤の北、三谷八幡宮に着くと、すでに数名の者が到着し

ており、早速氏子会館前へ、宮司さんの奥さんにご挨拶すると、何とニコニコと快く、挨拶を

返され（ここにも、平素の三好会長の地元への配慮を痛感したところでした）当日は祝日で

宮司さんが国旗を掲揚すべく旗綱を解いているのを見て、素早くお手伝いに・・・何か見え

見え・・いやいや神域を使わせてもらうお礼の気持ちですぞ、それから、先ずは八幡宮に本

日の大会の無事進行をお願いして多田さんと参拝する。 

そんな間にも着々と設営が行われ、三々五々

選手の車が参集、（当初、会長は選手が集まる

だろうか、と心配されたようだが、当日は３．４ .

６．９.など他のエリヤからも参加者があり）エント

リーは合計２４名となった。 

 全員揃ったところで、予定時間どおり、開会

式となり、三好大会会長の挨拶に続き、特別参

加の裁定長も務められた、森國幹夫 JARL香

川県支部長が来年の香川県開催を控えて大

いに有意義な大会となるよう。との挨拶を戴い

た。続いて、向井審判長から説明と諸注意があ

った。また、山中、河川等の探索にあたり、救護担当の三好さんから各人の体調管理とアク

シデントの場合の対応について注意があった。 
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 いよいよ競技開始のため、出発地点に移動、多田さんの選手呼び出しから、第１組がスタ

ートラインに並び、例の丸山ＯＭ製作のオートスターターの合図でスタートであるが、ここで

今回のＳＩの出番、先ず消去チェックにタッチ、次にスタート・チェックを確認、の順で第５組

まで順調にスタート終了、全員でスタート枠など撤収、続いてゴール関係の設定を終えて、

選手の帰りに備え、ゴール方向を見ながら待機した。 

 薄曇りだった天候も、その頃になると夏の太陽が照りだし、選手の汗がしのばれるようにな

ってきた。 また、ゴール・ビーコンのアンテナを見ても、１４４MHｚと違って、グラスファイバ

ーの長大なポールの建柱や長いラジアル線

の展張を考えると、各ＴＸの設営には大変な

ご苦労があったことと推察されるところである。 

 そうこうしている間に、次々と選手が帰着、こ

こでも先述のＳＩタッチを確認する。それでも、

従来やっていた時計と選手のゼッケンを見な

がら、間違わずに記録するという手間が、嘘

の様にゴール係としては楽であった。選手全

員がゴールして競技は終了である。早速、ＰＣ

による集計、順位決定、表彰状準備と順調に

進み、結果を掲示する。 

選手の話では、三郎池の直ぐそこに聞こえても大きく池を廻らなければならなかった事、

平和公園の上まで登ったことなど、地元地理精通者が心憎いと・・口々に反省の言しきり、

異議申し立てもなく、表彰式に移り、賞状とさぬき特産の副賞を受け取り一同で記念撮影も

終え、少数精鋭？で担当した、この大会も事故もなく、無事終了したことが何よりであった。 

その後、すべての撤収、片付けも短時間できちんと終わり、会長が使用した氏子会館の施

錠もして、すべてを終了

した。 

今回参加された皆さん

ＳＩの要領もわかり、来年

に向けて意を強くされた

ことと思います。来年度

のご活躍とご協力を期待

したいと思います。参加

のクラブ員の皆さま、本

当にお疲れ様でした。 

また、三谷八幡宮さまあ

りがとうございました。感

謝！！ 

 

 

 

「参加者」 
ＪＡ５ＵＶＴ．ＪＥ５ＰＢＯ．ＪＦ５ＩＣＡ．ＪＦ５ＩＣＢ．ＪＦ５ＭＥＤ．ＪＨ５ＥＺＢ．ＪＨ５ＬＹＷ．ＪＨ５ＰＭＺ．   

ＪＨ５ＰＲＪ．ＪＲ５ＩＫＶ．ＪＡ５ＴＦＪ．（ＪＡ５ＡＲＷ） 
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製作技術講習会 
                              de ＪＨ５ＬＹＷ 

9月 12日、ＪＡＲＬ香川県支部主催の製作技術講習会が丸亀市の栗熊コミュニティー

センターにおいて開催された。 

今年の講習会は「ＣＡＬカウンター」 

例年、講義もそこそこに製作に取り掛かっている

のだが、今年は趣向を変えて、まず「ＣＡＬカウ

ンターと」とは何ぞや？から始まり、周波数カウ

ンターの説明、製作するＣＡＬカウンターの特徴

や使いやすさなどの講習があった。 

講師は、毎回お世話になっている”アマチュア

無線応援団 キャリブレーション”の JR3GOX 児

玉 OMとＣＡＬカウンターの考案・製作者の JA3JJE

南 OM、JR3TGS 稲田 OM の３人で、いろいろなお話

やエピソードなど交え約２時間、我々素人にも比較的わかりやすく説明してくださった。 

昼食前にキット材料を配布しておくことになり、ほぼキットの配布が終わった頃に何

と基板がないことに気が付いた。 

今からではどうすることも出来ず、今回は製作を断念することにした。 

延期するか、個々に製作するかと意見を求めたところ、延期してでも講習会で製作した

いということになり、次回の講習会は２６日で場所は同じと決定した。 

 9月 26日、仕切り直しとなった２日目。 

２名ほど都合が付かないと言うことだっ

たが逆に、前回は都合が付かずキットの

注文だけをしていた人などが今回は参加

し、みんなで製作に取り掛かった。 

注目は小学校５年生。 

半田ごても器用に操り、お父さんの指導

を仰ぎながら製作していた。 

逆に、おじさん族は抵抗のカラーコード

が見えないとかコンデンサーの数字がど

うの、ＩＣの足がどうのと大騒ぎしなが

ら天眼鏡をかざし、和気藹々と製作に取

り掛かっていた。 

15時ごろにはほとんどの参加者がキットを完成し、講師の方に測定してもらった。 

一回でパスする人、半田がうまく付いていなくてやり直す人、抵抗やコンデンサーの取

り付け間違い、ジャンパー線が無かったりと、四苦八苦している人。 

なかには、今まで全く半田なんてしたことがないと言う方もおられた。 

 このＣＡＬカウンターは部品点数が少なく、見た目も簡単だが無調整で再現性が高く、

誤差がほとんどないと言う優れもので、見本を参考にケースまで作成した。 

世界に一つだけのオリジナル作品の出来上がりである。 

今回は製作したこのＣＡＬカウンターをＴＳ‐５２０に取り付け、デジタル表示のトラ

ンシーバーとして楽しみたいと思っている。 

 

<参加者> JA5IJL・JA5UVT・JH5LYW・JG5WTP 
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2010かがわＡＲＤＦ公認競技大会を振り返って 

大会会長 JH5LYW 

我がクラブにはたくさんのＡＲＤＦ愛好家が活躍しており、今年に入ってJI5XTP坂内

OMらが中心になって練習会が毎月一回のペースでおこなわれている。 

せっかく、各局が取り組んでいるので練習会ばかりよりは大会を開催すればと思い、

公認大会を企画したが、今年の夏はとにかく暑い。 

そこで、競技地域の下調べも簡単に出来る、我が家周辺を競技区域に選んだ。 

競技種目は、近隣ではあまり開催されていない3.5MHz帯の大会を開くことにした。 

ところが、ちょうど世界大会が直前に開催されるとのことで、果たして参加人員がどう

なるのか不安になったが、今更止めるわけにもいかず、スタッフを極力減らしARDF経

験者も最少人員とし経費の節減を図ることにした。 

ところが、予想外に参加者が集まり、当初15人程度と思っていたのが遠くは東京や九州

から、特にクロアチアで開催された世界大会に出場したその足で駆けつけてくれた方も

おり、参加者は総勢24名となりおおいに盛り上がった。 

 また、すでにニュースでご存知だろうとは

思うが、来年は全日本ARDF競技大会が香川

県で開催されることに決定した。 

1988年のJARL通常総会以来の大イベントで、

これから準備に取り掛からなければならない。

そんなこともあり、競技において各TXの到達

証明に電子パンチを採用することにし、

JARLから器具一式を借りることにした。 

この電子パンチはコンピューター操作を伴う

ものだから、扱いが慣れていないと何にもな

らないのだが、借りられる期間は短期間。 

そこで、今回はJA5UVT詫間OMとJH5EZB三木OMに取扱いについて勉強していただく

ことにした。二人とも、飲み込みが早く競技までには技術を習得し本番を迎えた。 

 競技前日、JF5ICA向井ＯＭとＴＸ設置場所にアンテナとパンチ台をセットして回った。 

ここでは近いだの、遠くから見えるだの、ああだこうだと言いながら回った。 

 競技当日、朝から暑い一日になったが、大会会長

である私が集合場所に着くと、早や到着している選

手がいる。 

各局のやる気満々に兜を脱がざるを得ない。 

 大会は、事故も無く、また電子パンチを採用した

お陰で、集計時間の大幅短縮が図られ予定時間より

ずいぶん早く終えることが出来た。 

関東地方ではほとんどの大会で採用されている電子

パンチだが、関西地方ではまだまだ。 

今後、関西地方でも電子パンチを使った大会を検討

しなければならないと思うが、物が無いのはどうしようもない。 

前々から、電子パンチの利便性は認識していたが、大会にしろ練習会にしろ、実際に大

会主催者として採用してみて、改めてスタッフ・選手双方ともにメリットの大きいツー

ルであると思った。 

 最後に大会に協力・参加くださったスタッフ、選手の方々ありがとうございました。 
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★★★ 新入会員募集中 ★★★ 
 

ＪＡＲＬ香川クラブでは新会員を募集しています。 

今年はクラブ結成６２年目(1948年 10月結成)になります。 

そこで、更なる飛躍と新たな歴史を築いていかなければなりません。 

クラブに新風を吹き込むと同時に、活性化のためにも新入会員の募集

にご協力ください。 

 

 

クラブ報の原稿大募集！！ 

身近な出来事、旅行記、自身のハムライフ、掲載要望などジャンルは問いません。 

原稿はメール、郵送、引取他、ご一報を頂ければご連絡をいたします。 

連絡先 ：事務局 E-mail : まで 

 

 

ＪＡＲＬ香川クラブでは、会員サービスのために無線局免許状の期限切れについてお知

らせをしていますが、免許状記載事項に変更があったり、新たに無線局免許状を取得し

た方は、その都度お知らせくださいますようお願いします。 

 

将来のインターネットサービスに対応して、現在「電子メールアドレス」を取得してい

る方は、差し支えなければ連絡下さい。 

 

前年度までの会費が未納の方は早急に納入をお願いします。          

また、平成２２年度会費につきましても早急に納入をお願いします。  
 

ＪＡＲＬ香川クラブ報 

発行責任者  ＪＨ５ＬＹＷ     三 好  伸 幸 

編 集 者       ＪＡ５ＴＦＪ    横 田   寿 夫 

ＪＨ５ＷＭＮ     山 口   博 司 

            ＪＩ５ＸＴＰ    坂 内  信 洋 
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